
もくじ 


RS'D307ET 


自然通気お 
開放式石油ストーブ 

©曰本工業規格品 


このたびは本品をお買いあげいただを 
まことにありがとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書 J をよくお読みいただを、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいて<ださい。 

•取扱説明書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 



♦を全のためにおずお守りください… • 
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安全のためにぶ*ずお守り < ださい 



•お使いになる人や他の人への危害と財産への損書を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するたゆに、必ずお守りいただく 
ことを説明しています。 

参ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説巧しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t ：、 重傷を負ラ危険、 
または火がの危険び差し迫って生じることが想定される肉容をおしていまず。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が死亡、重傷を負う可能性、 
または火災の可能性が想定される内容をおしていまず。 

A 注意に AUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷善を負う可能性や物的損 
書の発生び想定される内容をおしています。 




A 危険 （ DANGER ) 


女ガソリン使巧禁止 

ガソ I 」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でを、义災の原因にな0ます。 


A 警告 （ WARNING ) 


★換気必要 

* 換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 
•使用中は必ず]時間に1〜2回 （ 1〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 

(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 


★スプレー宙厳禁 

スプレーちやカセットこんろ用ボンベなどを、ス I ブの上や前に放置しないでください。 
熱で生の圧力び上びり、爆発し、危険です。 





★力ーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用しないで<ださい。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因にな D ます。 


★巧類の乾燥厳禁 

お類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、火災の原因になります。 


★寝るとさ消义 

寝るとをや外出するときは、必ず消火し、火が消えていることを確認してください C 
予想しない事故び発生ずるおそれがありまず。 

女給巧時消火 

給油は、必ず消火し、ストーブの温度が巧分に下がってからおこなって<ださし、。 
火災の原因になります。 


★油漏れ盾険 

♦給油□口金は躍実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□口金を斜めに締めたりずると、簡単に給油□口金がはずれて、义災の原因になります。 
•油タンクから油び漏れる巧態では絶対に使巧しないでください。火がの原因になりまず。_ 

★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するちの(ガソリン、ベンジン、シンナ ー) 
や、スプレーを使用しないでください。 

火災や故障の原因になります。 






































A 警告 (WARNING) 


★やかんのは禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接觸によつて、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 



A 注意 （ CAUTION) 


女居室內給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 
火災のおそれがあります。 


★変質灯 油禁止 

変質巧油(持ち越した灯油など）、不純灯油(口油料外の油-水-ごみが混入した巧油など）を使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼や故障（しんび下がらない、^な乂でさない、火が消えない)の原因になります。_ 

★燃焼中移 動禁止1 A 

火のついたまま持ち運ばないで<ださい。 yyk 

やけどのおそれびあります。また、乾倒すると火災になるおそれびあります。 ^ 



I ★ 移動•運«ずると きの注意 

•ス|ブを移動する場合は、必ず消义し、ス!-ーブの温度が巧分下がってから、油タンクを取0出し、 
傾けないよラに詩かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ヶースから乾電池を取りはずして、ミをタンクを 
取り出し、ミ由受けざらの灯油を必ず抜いてください。 

_運搬の途中に灯油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあります。_ 


★異常時使用禁止 I 幽 

におい、すすの発生、がの色など異常燃焼を起こしたときは、使用しないで<ださい。 '心 

緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消义してください。 


0 

禁止 


を 


〇 



I ★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 

燃焼筒のが筒(ガラス)び欠けたり、割れて破損したままの巧態では、絶対に使巧しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれがあります。 


★正常燃焼の確認1 

燃焼中は時々雖を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒びずれていると、異常燃焼やすす、油煙の発生原因になります。 


0 

使用禁止 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、天板(ス1'•ーブの上面)やガードに手などふれないようま意して 
<ださし、。 

やけどのおそれびあ0ます。 

★高電由注意 

点火装置は、点火時に高黑圧び発をします。点火フラグに不用意にさわらないで<ださし、。 
感電のおそれびお0ます。 

掃除、点検■手入れをするときは、必ず乾電池を取りはずしてからおこなって<ださい。 

女ふく輔热に長時間あ た5ない~ 

ス I -ーブの間近でみく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおそれび 
态 D ます。 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由な方や病気の方などの暖房には充分にミ主意して 
<ださい。 


、さむらないで！ 




★ほこりの除去] 


反射板、置台、製品の部のほこりをとをどさ除去してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸込みますので、紙、ビニールなどを入れないように注意してくださし、。 
ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や乂災の原因になります。 


〇 














ミ全のために必ずお守 0 ください 


A 注意に AUTION) 


★巧震自動消乂装置の作動 確認 

使巧開始時と、使用中は1箇巧に！回な上、対震自動消义装置を作動させて確実に消火することを確かめて 
<ださい。 

確実に消火しないとさは使用しないで、すぐに修理して<ださい。 

女純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定された部品)を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するおそれ 
びあ0ます。 


ぶ 










































お願い （NOTICE) 





























































使用前の準備 


スI-ーブを取り出ず 


1包装箱に表示してある「包装の巧容 J をごらんになった 
' ラえで、包装箱から包装材を取り除き、製品を傷付け 
なレよラに取り出して < ださい。 

/-お願い- N 

包装材は可燃物ですから、おず取り除いて < ださい。 


ガードのち下すみをかし持ち上げて手前に引さ、ガー 
ドを開けてください。 



燃焼筒を納めている包装材をおり除き、燃焼筒を取り 
出して < ださい。 


I 包装材の巧に指を入れ、内側に折りなげてある部分(凹部)を引 
さ出し、包装材を下へ下げて、燃焼筒を取り出してくだごい。 










燃焼筒をセットずる 


燃焼筒をしん調節器の上に正しくセット 
してください。 


ガードを、ちとの位置に閉じてください。 


一^^^ 

ぷ殘。。 


@燃料はな油 ( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

® 変質打油、不純な油は、絶巧に使用しないでくださし、。 


へ I ★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絕対に使用しないでください。 
少巧の混入でち、火災の原因になりまず。 




•誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびわかったとさは 
あわてずに、緊急消火ボタンを巧して消乂してください。 

• 変寶'なミ由(持ち越した巧油など)、不純巧油(巧油ながのミ由，水- 
ごみび混入した巧ミ由など）は、絶対に使用しないで<ださい。 
異常燃焼や故障の原因になります。 

♦巧販されている助燃剤(添加剤)は使用しないで < ださい。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


巧油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけまず 
(乂の気のない巧でおこなつてくだごし、） 

〇な油 r X ガソリン 


@'な油の保管のしかた 


0 



•な油は必ず火気、雨水、ごみ、高温 V y mn 

および直射曰光を避けた場所に保管 而 - 

してくだろぃ。 瓜矿 r - Si 

• 巧油の容器は専用のされいな容器を . -- 

使用してください。また巧油容器は 忌。 义_ 気な多 直射曰光、 

必ず J 旧認定品でをつをの灯油専用 t l - 1 。 1 . A が。 火気のな I 

容器を使巧してください。 く^!")" 

• 灯油容器内の口■油び少ないと温度変 ^ ミ感 

化により結露して水がたまることび 1 ' 11^1 ^ 

あ0ます。 

• ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください。 

•お子様の手のとどかない所に保管してください。 ^- 


( _ 変質な油とは 

• 古い灯油。（ひと夏持ち越したの■油） 

•長期間、曰光の当たる場所や、滿度の高い場所にイ呆管したな油。 

• 容器のふたび開けてあったり、乳白色の容器で保管した巧油は変質しやすい。 
•変質のひどいをのは黄色味をおびた0、すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐため丹油は翌シーズンに持ち越さないよラにしてください。 


濡れたままです。 

良い保管 

直射曰光、雨水が当たらず、 
火気のない;令暗巧へ保管 


すぐに乾いてしまいます。 


悪い保管 


直射日光、雨かの当たる 
ベランダなど、室外の保管 




0 


/古い巧油は' 
\澳むないで/ 



0 

使巧禁止 











変質好ミ由や 不 純灯ミ由を使用 すると_ 

•変質け油や不純なミ由を使用しまずと、しんにを置の夕 
—ルびたまり、しんの先端び固くなったり、点火しに 
くくなったり、しんが上下しにくくなったり、おび大 
をくな5なくなったり、激しいにおいびしたりしまず。 
また、逍义揖にしんが下びらず火びミ貸えなくなりまず。 

• 水の混入した灯油を使用しますと、しんび上下しにく 
くなったり、油タンクに巧油が残っていても炎びかさ 
くなり、異常燃焼を起こして激しいにおいびしたり、 
火び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の离いものび混入し 
たの油を使用しますと、火災の原因にな0ます。 


巧一■変質なミ由や不純な油を使ったときの 処置のしかた 

1油タンクや油浸けざら内の悪いな油を旅をおり、良 
■ 費の巧油での部を2〜3回洗浄してから良質の灯油 
に入れ替えて < ださい。 

頗しの油び残っていると再発します。） 

P 14ベージ rm 9しんの手入れをずるを参おし 
に■て、しんの巧端の固くなっている部分を、ラジオべ 
ンチなどで軽くつぶしてから、しん•のか5焼をクリ 

こ言之夕星若置廷立で至ださい： 

〇しんの手入れをおこなってち効果のないとをや、水 
d びを量に混入している場合は、しんを取り替えてく 
ださい。 

しんの取替えは、販売店までお問い合わせください。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油び原因でアフターサービスを巧頼されたとさは、保記期間中でち有料修理となります。 


♦ 変質好油や不純丹油の見分けかたはた 
いへん難しいので、 メーカーの はっさ 
りしなし V 灯油は使用しないでくだごい。 



不純なミ由とは 


•口油し:!外の油(ガソリン、シンナー、天ぷら油、機械油、重油など)びほんの少しでも 
混入した灯油。 

•水やごみび混入した灯油。 


な油む巧が' 
油、水、ごみを 
、入れないで/ 



• 快適ヴーモは室内のおおよその温度を 
お知らせする機能です。お好みに応じ 
て乂力調節で室温調節をおこなってく 
ださい。 _ 

(9 ページ I がの調節のしかた I 参照） 
•適温の節囲は約17〜23でです。 



快適ヴーモのみかた 


でるでるつまみの位置の確認 

しん調節つまみを引き抜いて、内部にあるでるでるつまみの① 
の位置に、固定ビンび入つていることを確認してください。寶 
つていましたら①にはめ替えて < ださし、。 

(詳しくは10ベージをお読みください。） 




S でるでをつまみ 


〇 


-お願い-- 

製品の輸送中に生じたが筒(ガラス）の破損、燃焼筒の変形、 
ねじのゆるみや、はずれなどびないか調べてください。 


乾電池を取り付ける 

•乾電池は別売でず。 

• 市販の単二巧乾電池 （ 4個)を購 
入の上、本体後側の電池ケース 
に、 $)0 を正しく合わせて入れ 
てください。 


• 新しい乾電池と古い乾電池、種類の違う乾電池を混だて使用 
しますと、点火でさなかったり、点义しにく<なったり、液 
漏れや破誤する原因になります。 







重用前の準備 


♦ このストーブには、給油の目安を示す「給油サイン J びついています。 

ストーブを使用するときは、ときどき給油サインを見て、灯油びあるかどうか確認し、巧';由びなくな 
る前に給油して < ださい。 

•油タンクにな油びあるときは、 r 給油サイン」の色は!■緑」ですび、灯油びみなくなると r ホ」に変わります。 
♦ r 給油サイン」の色び r 赤」になりました6、消火して給油してくだごい。 


A みを 撤由は、必ず义の気のないところでおこなってください。 
火災のおそれがありまず。 


0 



給油ヴイン 


灯油がかなくなると 
赤色に変わります。 


油タンクを取り出す。 

•油タンクを取り出し、給油 □ 
□金を、左「〇」に回してお 
0はずしてください。 

• 給油□□金を取りはずす前に、 
先端の弁部を押すと、給油 □ 
□金び開けやすくな0ます。 


油量計を見なび5給油 
ずる。 

• 巿販の給油ポンプの巧端をジ 
ャバラの手前まで差し込んで、 
油量計を見なび6給油して< 
だごい。（ホースび巧けないよ 
ラに注意しなび5給油してく 
ださし、。） 

•灯油は、油童計のほぼ上部(ち 
図の♦給油位面)まで給油し 
てください。 

入れ過ぎますと、あふれ出る 
ことびありますので充分ま意 
してください。 



撤由□□金 




こぼれまを 
、弁/ 





おミ由位宙 


.ミ责 S の位曲. 


-お願い- 

I 油タンクの中にあるにぽれま栓」の弁 
が、給油□のぶくまで上びっていると 
をは、弁を下へ押し下げてくだごい。 

I ミ由タンクの中にある r こぼれまち J は、 
給油□□まびはずれたとさに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、取りはずさない 
で < ださい。 


給油□□金をち roj に 
回して、しっかり締める。 


給由□□金 




A 警告 


給油ロロ金は確実に締めて 
ください。給油□□金を下 
にして、ミ由漏れびないこと 
を確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めた 
りずると、簡単に給油 □□ 
金びはずれて、义災の原因 
になります。 


〇 




^iiiiimii m!y 


〔本お用の給油ロロを） 



•油タンクから油び漏れる状態 
で使用しないで < ださい。 
火災のおそれびあります。 

•同時にを数の油タンクに給ミ由 
する場合は、類似している給 
袖□□金びありますので、間 
違えないようにしてくださし、。 
油びでなくなったり、故障の 
原因になります。 

•な油容器のふたち、しっかり 
締めておいて < ださし、。 

こぼれた打油はよくふ 
を取る。 

• こぼれた丹巧は必ずをれいに 
ふを取って<ださい。危険で 
すし、燃焼やに臭気を発生す 
る原因にをな D ます。 

油タンクをセツトずる。 

•ミ由タンクを、本体に正しく、 
ゆっくりとセットしてくださ 
し、。 


-お願い- 

オート給油ポンブ(自動停止装置が)を使用ずる場合 
•市販のオート給油ボンフ(自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれま栓 J と干渉して、次のような不具合状態にな 
り、正しく給ミ由できないをのびあります。 

〔不具合）1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセ 
ンヴー部の位置(方向)を変える。 
(処置） • ポンフの乾電池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。灯油びあふれてしまラ。 
(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびつ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ち 
に給油を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 
を使用して、正しく給ミ由してください。 



給油のしかた 


歉 


fit: 〇 f 

ずいに 
必さ因 
、だ原 
はくの 
油てが 
給つ火 


7 




便いかた 


しん調節つまみを r 点乂 J 
のち向へゆっくり回す。 

しん調節つまみの目巧を r 点义」の 
方向（〇)に、ゆっくり完全に止 
まるまで回して < ださし)。 




マッチや市販の点乂用ラ 

イタ-で点)ずる。 ilfiiT 

•ガードを開けて、燃焼筒つまみ mm 

をちかちに動かしてから、持ち 
上げ、マッチや市販の点义用ラ 
イタ-などを使ってしんに火を 
着けて < ださい。 ニニ^二-■式 

•たばこ用のライターで点火しな 
いで < ださい。 

♦マッチで点义した場合は、 マッ 
チの燃えかすをしん付近や器具 
巧に落としたり、置台の上に置 
かないで < ださい。 

事故や义がの原因になりまず。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 gSSli 

•火が這レたことを確認したら、 

燃焼筒つまみををちに2〜3回 
動かし、燃焼筒び正しくしん調 
節器にセットさ n ているか、し 
んの上にのっていないかを必ず ^ 

確かめてください。 

ガ-ドを閉じてください。 ^ 

• マッチや点火用ライターで点火 
したときは、义び着いたことを確認したら、しん調節 
つまみをかしだけ（点义した火び消えない程度に）消 
火の方向に回してみて、引っかかりびなくスムースに 
しんび下げられることを確認してか5、ちラー度しん 
を上げて使用してください。 

しん調節つまみびスムースに回らないときは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてか6、点火操作を 
始めからやり直して < ださし、 


mss 




しん調節つまみを r 点乂 J 
のち向へゆっくり回ず。 

• しん調節つまみの目印を 「点火」 
の方向（〇)にゆっくり完全に 
止まるまで回してください。 
(しんび上びり点火します。） 
•点火操作の途中で r ピィー_!と言 
ラ巧單音(メ □ディー音)びしま 
すび、しん調節つまみはそのま 
ま止まるまで回してください。 


目印\ 
点义位置 
まで回す 


乂が着いたことを確認ずる。 

•义び着いたことを確認した5、手をしん調節つまみか 
6ゆっくりはなしてくださし、。 

• 火び着いた後ちしん調節つまみを回しさったままです 
と、乾華池の消詩び早くな0ます。またカーボンび付 
着して、点义しにく<なる原因になります。 

点火しにくい場合は 

•点乂プラグ付近から白煙び出て 
点火しに<い場合は、しん調節 
つまみを少し戻してから、再び 中* U U 
「点乂 J の方向に、ゆっくり止まここ夸 
るまで回すと点义しやすくなり y } y ^ E 

• しんに夕ールやカーボンび巧猜 ' 

したり、点乂プラグび巧れて< 

ると、点火しにくくなります。 

一しんの手入れ、点乂プラグの掃除をおこなってくだ 
をい。 （11.12-14 ぺージ参照） 

• 乾電池の電圧び不充分で点火しにくい場合は、新しい 
乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入のラえ交換してご 

使用ください。 

燃焼筒のセットを確認する。 

点火操作後、燃焼筒つまみを左右 
に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 
くしん調節器にセットされている 
か、しんの上にのっていないかを 
必ず確びめてください。 




•ストーブの上ちや周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してくだごい。可燃物びあると义災の 
おそれびあ0ます。 

•ストーブび水平で安定した場所に設置してあることを確認してください。 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器にセ 
ットごれているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動 
かして、スムースに動くことを確認してください。 


•しん調節つまみを、 r 燃焼」の方向（〇)に、ゆっくり止ま 
. るまで回しますと、巧震自動消乂装置び自動的にセットさ 
れます。 

•この操作をおこないますと、点火することびあります。 


点乂のしかた 


•初めてお使いになるとをは、点火後、器具に付着して 
いるほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらく 
お使いいただければにおいはな<な0ます。 

•点火後しばらくの間は、がが安定せず、「ボッ、ボッ、 
ボッ J と燃焼音びしますび、異常ではあ0ません。し 
ばらくすると炎びを定し、音びしなくなります。 


-お願い- 

♦使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ(から焼きクリーニン 
グ)をしたとまは、給ぶ後約巧分な上待って、しんに巧分なな油 
び吸い上げ6れてから点义してください。充分にのい上げられ 
ていない状態で点义しまずと、しんを傷めまず。 

•新しい乾電池を入れてち、なに巧れをないのに点乂しにくい場 
合は、12ぺージ r しんの修正」巧参照して直してください。 






































义力を號くする場合の注意 


炎の調節のしかた 


•终の調節は、しん調節つまみを回しておこないます。 
•しん調節つまみを回して炎を調節するとをは、 掘 
使用してください。 


のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の範囲で 


燃焼筒が赤熱して、がが燃焼筒の上部より 1 〜 3cm 立ち上る状態が良い燃焼状態で、経済的な使用方法でず。 


しんの上げずざ 


しんの下げずぎ 


炎の長さび 
1〜3加 


«) おの大まさは上図のよラに、正常燃焼の範囲でご使用ください。 

•点乂後3分程で、縣焼筒び徐々に赤熱します。5分程で、燃焼筒全体びホ熱します。 
•点义2〜3分後、炎び立上びってきた時、燃焼筒つまみを持って燃焼筒をちちに2- 
炎び早 < 安定します。 

•炎び安定したら、しん調節つまみを回して、正常燃焼のが態に調節して<ださし、。 


•火力を弱くした場合でを、燃焼筒全体び、充分に赤熱している状態で使用してくだごい。 
•あまり火力を弱くすると、においや一酸化炭素びをく発生し、しんに夕ールび付着します。 


しんの高さ調節（でるでるお）について 


がの大ささは、使巧時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの勞化によってかさくなってくることびあります。 

しん調節つまみを回してしんをいっばいに上ばてを、燃焼簡やしんの莫化などで炎が大きくならないときは、 1 D ぺージの 
でるぶ巧使 いかた I の項を参照して、しんの高さの調節をしてください。 

•変質丹油や不純灯油を使用してしまい、しんに夕ールび付着したり、水を含んでしまったとをは、炎び大きくならないととを 
に、しんの上下操作び重くなります。このよラなときは、 M ページ「揉奪] 9しんの手入れをするの項を参照してしんの手ス 
れをして < ださい。 


消火のしかた 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消乂位置」まで、ゆっくりと回す。 

しん調節つまみの目印を r 消义 J の方向（〇)へ r ニオイセープ消义位置」までゆっくり止まるまで回し 
て < ださい。 

(速く回すとにおいび出やずくなります。） 

消乂を確認ずる。 

♦ においをかなくするため、3〜5分程燃焼(炎び一部残る）して消火します。 

• しん調節つまみの目巧び r ニオイセーブ消义位置」にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 


目印 


® 緊急消乂ボタンを押す。 

このとさ急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 

しん調節つまみび r 緊急消火位置 J にあり、乂び消えたことをおず確認してください。 

•緊急消义ボタンを押しても、しんび下び6ず、消火でをない場合は、しん調節つまみを回して、しんを 
下げてください。 

それでもしんが下がらない場合は、油タンクを取り出し、乂び消えるまで燃やしきってください。 


目印 









• 時間に余裕びない場合は、 ガー ドを開さ、燃焼筒の上にコッブ•一杯 (200 m 6程度)の水をかけて消火し 
て < ださい。 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないよラに、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、あとで油受けざら内の水 
の入った巧油を巧さ、しん巧換び必要です。 


LL 呆管19しんの手入れをずるの I 臭を参照してしんの手入れをおこなうか、新しいしんにを換してください。 


消乂後再点乂ずるとをの注意 


消火後、約5分間は再点火しないで<ださい。燃焼筒びをえないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり、 
点火しないことびあります。 


でるでる芯の使いかた 


しん調節つまみを回してしんをいつぱいに上げてを、燃焼筒やしんの劣イヒなどで、炎び大さくならないとさは、でるでるつまみ 
を操作して、しんの高さの調節びでをます。 

/-お願い- N 

•購入して初めてお使いになるときや、新しいしんに交換したときなど炎び充分に出ているときに、でるでるつまみを②や 
③にはめ替えると炎び大きくなりすざ、すすび発生することびあります。炎び大さくならない時切がは、でるでるつまみ 
を①で使用してくださし、。 

* 不良巧油や変質ロミ由を使巧して、しんに水やタールび付着したとさは効乗びない場合びあります。その場合は 1 4ページ円累管 I 
9しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをして<だごい。それでを良<ならない場合は、しんを交換してください。 


緊急消乂ポタンを押ず。 

緊急消义ボタンを巧してしんを完全に下げた状態でないと、 
はめ曾えることびでをません。 




しん調節つまみ引を抜く。 

でるでるつまみを引つ張り、でるでるつまみの③又は⑤印の巧のいずれかを、固定ビンの凸部にはめ 
巧そる 

①か6②の巧へ、霞から硬の巧へはゆ替えることにより、しんの高さはそれぞれ約2 mm 高くなり、が 
び大をくなります。 

逆に、炎をかさくする場合には、③を⑤に、②を①にはめ替えます。 


でるでるつまみの位 g 

① 

③ 

③ 

しんの巧さ 

約8 mm 

約101 nm 

約に mm 


しん調節つまみを取り付ける。 ^ 

でるでるつまみを①か!5③または③にはめ替えますと、点火の際しん調節つまみを回したときに、し 
ん調節つまみの目印の止まる位置び、前板に書いてある r でるでるな J の②または③の位置にかわりま 
す。 


巧震自動消乂装置 


巧お自動消乂装置は、ストーブ本体が地黑(露度約5 L ソ上)や強い振動、衝擊を受けたとを、义がなどのち険を防ぐために自動 
的に消义させる巧全装置です。 

地震によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど寅常がな 
し、ことを確認した後、再点火してください。 


対震自動消乂装置の取扱い上のを意 


• 通常の使用時には、しん調節つまみを回して消义してください。消火の都度に巧震自動消火装置を作動させますと、臭気び発生します。 
•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するときなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消火ボタンを巧して巧震自 
動消义装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

•ストーブを長い間使用しないときは、対震自動消火装置を作動させ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、対震自動消火装置の寿命に悪影響をあたえます。 

•ふ定こぼれやすい牛季 L • 鍋物の煮たを(保温)に、ストーブを絶対に使用しないでください。 

•しんに夕ールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作が重くなり、巧震自動消乂装置び作動してを 
消火性能び善し < 悪< なり、火災の原因にな0ます。 


















♦ごみやほこ 0 は、やわらかい巧でされいにふさ取つ 
てください。 

*錯びを量に発生している場合は、お買い求めの販売 
店に修理を依頼してください。 


•夕ールび付着している場合は、14ベージ n 累昏19し 
んの手入れをずるに従って、しんの手入れをおこな 
しく/■巧し、。 __ぉ願ぃ- 

• しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いでくださし、。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

• しんの手入れをおこなつてを効果のない場合は、 
新しいしんに交換してください。 


* ブラシなどを使って、燃えかすや、すすをお D 除を、 
をれいに掃除して < ださい。 


■音びかすれる場合は霉圧び下びってレます。 
新しい乾蜜池に交換してください。 


処肪法 


化眉方法 _ 

* 13、 14 ページの DilTl 期簡 
镇 Mk 福!言りの1〜日 
項を参照して本体を取りはず 
し、 置台と 油受けざらの隙間 J 
(特にしん案内筒の下部)のほ 
こり、ごみなどを取りのぞい . 
てください。電気掃除機で 吸レ作 ぁ 巧圖の r 
い取るのを効果的です。_ 

• しん調節つまみの目印び r 緊急消乂位置 J に房らない 
場合は、しん、感震部の項の点檢をしてくだごい。 

•販売巧に修理依頼をして<ださい。 




2箇月に1回 L ソ上 

m 



燃焼筒 



感惡部 


点巧巧容 


•点火フラグのスパーク音(メ□ディー音)は、「ビィ~」 
と鳴りますか。 

[乾電池の輩圧(消耗)点検] 


•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着していま 
せんか。 

[異常燃焼の原因になります]_ 

•しんの先端にタールび付着して、固くなっていません 
か。 


★しんに夕ールび付着していると、巧のよラな不具合 
_が発まします。 


•消火操作をしてち、しんび下びらず、消火しない。 
•しん上下の操作が重く、スムースにでをない。 

•点火操作をしてち、点火しなし、。 

•燃焼筒びホ熱しなかった0、燃焼中ににおいびする。 


• 感震部にごみの付着や鐘はあり 
ませんか。 感霞部 

しません] 


点义プラグ•点火プラグび、力ーボンや夕~ルで巧れていませんか。 
• 点乂プラグびしんにくい込んでいませんか。 

[点火不良の原因になります] 


点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点巧 • 手入れをおこなラとをは 


使ラたびに 


ストーブを消乂し、本体の混度び巧分に下びってからおこなってくださし、。 
手をけがしないように、手袋をはめておこなってください。 

巧震自動消义装置の取りはずし、分おはおこなわないでください。 


点巧茵巧」 点巧内容 


ストーブの♦ストーブの周囲に可燃物や障害物びあ0ませんか。 
周固 [火災の原因になります] 


油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 



»油タンク、油受けざら、置台の表面に、油びこぼれた 
り、たまつたり、にじんでいませんか。 

[火災の原因にな0ます] 


»油漏れはあ0ませんか。 
〔火災の原因にな0ます] 


•欠けた0、割れたりしていまだんか。 
[異常燃焼の原因にな0ます] 


処置方法 


•常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないで < ださい。 


•こぼれたり、たまったり、にじんだ ■ 

油はをれいにふさ取って<ださい。 

•油タンクの給油□□金の、弁部など 
にはさまっているごみなどを、取り 
除いてください。 _ 

•油び漏れている塌合は、すぐに使用をやゆ、お買い 
求めの販売店に修理依穎をしてください。 


•お買いホめの販売店に相談して、新しいが筒（ガラ 
ス）に交換してください。 



1箇月に1回む上 
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• この表しソがの不具合びあるときは、お買上げの販売阐こご相談ください。 


製品内部を掃除する。 
リ1ぺージ参照） 


製品内部に、ほこり、ごみびたまって 
し、る 


しんの修正をする。 

点火プラグを掃除する。 （11 ベージ参照) 


点火プラグがしんにくい込んでいる。 
点义プラグび巧れている。 


点火プラグび破損していなし、か確かめる。 
(破損している場合は販売店に連絡する） 


点火プラクの電極び圧常でない。 


ショートしないよラになおす。 
不明の時は販売店に連絡する。 


点火装置びシヨート短絡）している。 


コードがはずれているとさは正し < 差し化む。 
その他は販売店に連絡する。 


〇 


正し < 入れ直す。 


正しく入れていない。 _ 

点义装置のコードびはずれている。 


新しい乾電池に交換する。 


乾電池び消耗している。 


給油□□金を正しいをのに取り換える。 
(7 ぺージ参照） 


給油□□金び間違っている。 


正常な灯油に交換する。 


灯油び水やごみを含んでいる。 


しん I ご夕ールびつ<原因となるので正常な 
灯油に交換する。 


'な油び変質している。（巧れた油や 
ポリ容器で1年間持ち越した油など） 


が筒（ガラス）を交換する。 


列筒（ガラス）にひびや割れびある。 


し AJI 節器の上面に夕ールびついていないか。 
又は燃焼筒下部に不揃いびないかを調べる。 


巧炎筒、が炎筒び変形していないかを確かめ 
る。煙おしてし)る場合は販売店に連絡する) 


燃焼茵の変形。 

しん調節器と億療筒とを間にすき間 
びある。 


点乂してから必ず燃焼筒つまみを持ってを 
ちに2〜3回動かす。 


燃焼簡びしんの上にのっている。 


しんの手入れをする。または、新しいしんと 
交換する。 

油受けざら、油タンク巧の巧油を正常なな 
油に交換する。 


しんに夕ールびつし^ている。 


しん調節器からしんをはずしてよく乾燥し 
てからしん調節器に取り付ける。油受けざら 
巧のホ:を巧く。 


しんに水を含んでいる。又は油受け 
ざ6内にがび入っている。 


しんの高さを調節する。 
新しいしんと交換する。 


しんの出びかない。 


しんを下げて、炎を調節する。 


しんの出過ぎ。 


故障 • 異常の見分け方と処置方法 一 修理を依頼される前に一 


_ 定期点検のおずすめ （2 シーズンに1回） 

• 長朗間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シーズン終了をなどに I お買上げ店、または、修理資格者 
[(財）曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習会修了ち(石油機器技術管理±)など] 
のいる店などに点検巧頼されることをおすすめします 


•ガードを取りはずし、燃焼筒を取口出してから、マイナスドライ八‘一などで、 J 

点火プラグの電極や碍子部分に付着した巧れを取り除いてください。 M 

•掃除び終りましたら、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付 
け、乾電池を取り付けて正常に点义するかどラか確認してください。 一 

•点火しにくかったり、点义しない場合は、 I しんの 修正 I をするか、をラー度 IWi 

されいに掃除し直してください。 、 If 

又、しんの手入れ(か5焼きクリーニング)をおこなラと、点义フラグに付着し ^ i 
た巧れび取れやす<なります。 （14 ページ riwi 9 しんの手入れをずる参照） 

( -:-しんの修正- 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点乂プラグ近くのしんの側面を巧側に、割り善などで 
軽<押さえるよラに撫でて、しんを整える。 

•一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、点乂して<ださい。 


驟羣を 


しんに接軸している 
すしんか6憩れている 


かげ'; 

しんと点火フラグの間をみし强す 



乾亀池の消耗び激しい 


火の回〇び渥 S 


炎びかたぶる 


赤火や、すずび出て燃元る 


しんび下びらない 


祭大きくな急い.潛をしまつ 


点火しない.し 


故障.異常箇所 


お手入れ•保管 
















































部品交換のしかた 


替えしん、が筒(ガラス)、燃焼筒などの交換部品び必要な場合は、お買上げの販売店にご相談ください。 
部品び販売店にない場合は、別紙の 1 お客様相談窓 □— 質 I までお問い合わせください 


しんなどの交換部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ス I ブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故が発 
生するおそれがありまず。 



〇 


部品交換のとをのを意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感翌、けびなどしないようま意しておこなってください。 

①手をやけどしないよラに、ストーブは消义し、温度び充分下びるまで待ってくだごし、。 

⑤感電しないよラに、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

⑤手をけびしないよラに、手ををはめてください。 

•不完全な修理はを険でず。お買上げの眼売店か、(お)曰本石油燃焼機器巧守協会でおこなう技術管理講習会修了者(石油機器技 
術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおずずめしまず 


しんの交換のしかた__ 

トヨストーブ純正適合しん 

トヨ耐熱しん第20種 r 商品コード:11013907 


燃焼筒の交換のしかた 


しんの交換ち法•ま意内容は、耐熱し 
んに添付されている取扱説明書をお読 
み < ださい。 


m 


J 旧適合検査合格品はこの 
マークび貼ってあります。 
マークの色彩は、白地にホ 
インクで表示されています。 


燃焼筒]商品コード:111219061•燃焼筒の巧が筒•外炎筒などび変形した場合や、が筒（ガラス）び割れたりした場合は、お 
' -^- ' 貢上げの販売店、または、別紙の随霉様语 US 二を]までお問い合わせください。 

点乂プラグの交換のしかた 


•点义プラグを巧換ずるときは、お買上げの販売店または、別紙のまでお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


• 6ぺージ r 乾電 逝を取日付ける I を参照して、必ず4個とも市販の巧しい乾里ミ也〔単二お乾里池)に交換してください。 
•取りはずした古い乾電池は、表示してある使用推奨期限巧は、電池能力び巧っていれば他の製品に使用できますので、再利用 
さむることをおすすめします。 


保管（長期間使用しない場合) 


油タンク巧のな;由を抜き取る。 

ストーブから油タンクを取0出し、市販の給油ポンプ 
(手動式)で、油タンク內のな油を巧きおってください。 

• わずかに残った丹ミ由は、油タンクに給油□□金を取り 
付け、油受けを本体の中から取り出して給油口□金に 
押し当て、油タンクを上下にゆすって巧いて<ださい。 



電池ケースから乾電池を取り出し 
てください。 


緊急消火ボタンを巧して、消火装置を作動させてから、 
ガードを開いて、燃焼筒を取り出して<ださい。 















5 本体の両側面と背面にある止めねじ 3 本を、取りはずし 
てください。本体を前方に傾けなび6、ゆっくりと上方 
に持ち上げておりはずしてください。 


目油受けざ5内のな油を巧を取る。 

油受けを取り出してひ6、油受け 
ざ6内のな油を巿販の給油ポンフ 
(手動式)で抜をおって < ださい。 

♦油タンク、油受けざらに水やご 
みび巧ったまま保營すると、謂 
や巧あさの原因になります。を 
れいな灯油ですすぎ洗いをして 
ください。残った灯油は、布切 
れなどで吸い取つてくだごい。 

7本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせて < ださい。 

8巧油を抜いた油タンクを本にセットしまず。 

g しんの手入れをずる。（か5焼きクリー ニン グ） 

( -お願い- N 

• しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

♦しんの手入れ中はにおいびしますので、旨 R 屋の換気を 
おこなって < ださい。 


• しんの巧端び固くなっている時 
は、ラジオペンチなどで固い部 
分を軽くつぶしてからおこなっ 
て < ださい。 

①通常の点火操作をして、正しく 
燃焼させて < ださし、。 

⑤火力びルさくなつたら、しんを 
一杯に上げて自然に消火するま 
で燃やしきつてください。 


10 電池ヶースか5乾電池を取りはずす。 

/-お願い- 

•乾電池を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてスト 
ーブを腐食させることがあります。 


11巧震自動消乂装置を作動させる。 

II 巧震自動消义装置を作動ごせ、しんを下げた状態にして 
くださし、。 

1?点検、掃除をする。 

■レ①り、にぺージの r な 棲 •を入れのしかた I の項目にし 
たびって、点検、手入れ、掃除をしてください。 

⑤ストーブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるを 
のは新しいちのに交換してください。 

③ストーブの巧れは、めれた巧でふいて落とし、乾いた 
巧で水気を取0隙いてください。 

13収納ずる。 

I W 包装箱に入れて、湿気の少ない場巧に保管してください。 
r 取扱説明き」や r 保部書」を忘れずに大切に保管してくだ 

ごい。 

( -お願い- S 

•高温を湿、直射曰巧の当たる場所には、保管しないで 
<ださい。 

鐘び出たり、樹脂部品び変おずる原因になりまず。 

•ミ由タンクは打油を巧き、本体にセツトして保管してく 
ださい。 


•灯油は、巧質を防ぐため、裂シーズンに持ち越さない(使 
いさる）よラにしてください。 

•取りはずした乾電池は、表示してある使用推奨期限内は輩 
池能力びのこっていれば他の製品に使用でをますので、再 
利用されることをおすすめします。 



お 
手 
入 
れ 

ik 

廃棄するとき 胃 





13〜14ページの 長期間使用しない場合) I の！〜6項を參照して、油タンク、油受けざら內の巧油を巧きおり、電池ケースか 
5乾輩池をおりはずして廃棄してくださし、。 




油タンク容 


焼継続時間 


RS - D 307 ET 


有然通気形開放式石油ストーブ 


しん式•放射お 


電化点火〔単!:形乾電池4個•別売〕 


巧油 （ J に1号） 


0.292 L/h 


3.01 kW 


4.0 L 


約13.日時間 


列形寸法 
(置台を含む) 



454.5 mm 


562 mm 


279 mm 


約 9.5 k 旨 


普通筒しん 


トヨ耐熱しん第 20種 
85 mm 


2.5 mm 


200 % 


巧震自動消火装置（しん降下式） 



































アフターサービス 


保証について 


•添付しております保記書は販売店で所定事頃を記入しておミ度ししまずので、お受け取りください。記載の客をご確認のうえ大 
切に保管してください。 

★保証期間は、お買上げの曰より1年間でず。 

f -お願い-つ 

つぎのよラな原因による故障および事故につをましては、保詔の巧象とな0ませんのでごを意<ださい。 

(1 〉変質丹油や不純な油など、また巧油しソがの燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆをとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品！;■(がのをのを使巧したり、しんにタールび付着した0、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん)の故障。 

け）この取扱説明書や、を意書、ラベル類による指示、危険-客告.を意.お願い事項が守られず、誤った使いちをされた 
場合の故障や事故。 ， 

• その他詳細のな証内容については、保証書の記載内容をご寛ください。 


修理を依頼するとを 


•「故障-異常の見分け方と処置方法 J (にページ)にがって、お調べください。 

直5ないときは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いたださたい内容は次の通0です。 

① 品名…石油ストープ(自然通気形開放式石油ストーブ） 

② 型式の呼び..- RS - D 307 ET 

③ お買上げ年月曰 

④ 巧障のげ況(でさるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ.おところ，電話番号 

•修理に際しましては、保巧害をご提示ください。保前書の規定に従って、販売店び修理ごせていたださます。 
•保班期間び過ざていてを、修理すれば使用でさる場合には、ご帯望により有料で修理させていたださます。 
•修理料金は、巧術料，部品代，出張料などで構成されています。 



修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場さは、電池ケースか6乾電池を取りはずして、 
油タンクを抜き、ミ由夏けざ6のの油を必ず抜いてください。 

運搬の途中に I 打油びこぼれ、周囲を巧すおそれびありまず。 




補修用 性能部品について 

■石油ストープの補修用性能部品の保有期間は製造打切りを目年です。 
• 補修用性能部晶とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


故障•修理の際の連絡先 


ア フタ— サ—ビスについてねからない 場合は、お買上げの販売店、または、もよりの r 礎- 蘇相鼓 窓-己一お1(別紙参照)までお 
問い合わせください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると <更利でず。 


ぐ 

型 式 

RS - D 307 ET 

お買上げ年月日 

年 

月 

\ 

曰 

お買上げ店名 

\ 


(電話番号 ）（ 

) 

— 

ノ 


株式会社 i - ai-s 

名古屋巿瑞穂区桃園町5蚕] 7号 
干4目 7-08 曰已 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


■ ミミミミミ 巧式を巧トヨトミは巧毎 巧 境の 一巧と してこの巧の説巧8は再生紙を®巧していまず。 


古 g バルブだをホ1が乂巧ま色4巧免 







